
[内乱の一世紀] 

ポエニ戦争後、ローマは堕落 

→前 133年…グラックス兄弟の改革：土地を再配分して自作農の増加を試みた 

→元老院が反発して失敗、ローマは混乱期に陥る：内乱の一世紀 

 

→ヌミディア王ユグルタとの戦い：ユグルタ戦争 

前 107年…マリウスの軍制改革：職業軍人制の確立 

 

→前 91年～…同盟市戦争：同盟市の市民に市民権を認めることで和解 

 

→前 88年～…スラ(閥族派)とマリウス(平民派)の抗争 

       ミトリダデス戦争を経て、スラが抗争に勝利。 

 

→前 73年～…スパルタクスの反乱：スパルタクスが剣奴を率いて反乱を起こす 

→ラティフンディアの逃亡奴隷なども加わり、 

大勢力になったが、ポンペイウスやクラッススが鎮める。 

 

→第１回三頭政治：スパルタクスの反乱を鎮圧したポンペイウス、クラッススに平民派の後

継カエサルが加わってそれぞれに勢力圏を決め、政治を行った。 

→カエサルとポンペイウスが対立。クラッススは戦死。 

→前 58年～ガリア遠征：カエサルがガリア地方を征服 

→カエサルは遠征からローマへ帰還後、ポンペイウスを破って終身の独裁官になる。 

 

⇒共和派のブルートゥスらがカエサルを暗殺 

 

→第２回三頭政治：カエサルの後継者であるアントニウス、レピドゥス、オクタヴィアヌス 

         が共和派に対抗して結成。 

→アントニウスとオクタヴィアヌスが対立。レピドゥスは失脚。 

→前 31年…アクティオンの海戦 (アントニウス、クレオパトラ vsオクタヴィアヌス) 

 

⇒オクタヴィアヌスが勝利して、元老院からアウグストゥス(尊厳者)の称号を受ける。 

 共和政の伝統を重視して、プリンキパトゥス(元首制)を行うが実質的には帝政へ移行。 

 

            

 


